
令和2年度浪江町除染検証委員会事業計画

浪江町では、平成28年度より除染検証委員会を開催しており、町内の除染や放射線等に関する問題
や課題について様々な提言を受けている。
平成30年度までの検証結果として、避難指示解除区域に関しては「主な生活空間となる線量率の低

減化が図られており、早期帰還を希望する町民の生活環境は着実に回復していると判断できる。」と
評価を受けるも、「検証作業の中で、一部の地域には空間線量率が十分に低減されていない地点も存
在する。」と指摘を受けており、この指摘に対し当検証委員会において「各課題に対する具体的対策
について」として取りまとめており、このことの対応状況の検証及び確認を行うとともに、放射線等
に対する町民からの意見等について現地調査及び検証を行うものとする。
また、現在除染と解体が進められている特定復興再生拠点について、除染効果の確認を行うととも

に、除染作業や放射線等の問題案件が発生した際には検証を行うものとする。
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回数 検証

第1回
(11月16日)

• これまでの検証委員会での各課題等の
対策状況の検証及び確認

• 現在の町内の放射線の状況
• 個別案件等の検証

第2回
(3月29日)

• 令和2年度浪江町除染検証委員会検証結
果報告書取りまとめ

※検証内容については、状況によって変更となることも有る。
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